
〈写真・菊地信夫〉

　「みんながともに生きるまち」をテーマにした「第２９回ともしびポスター・絵本
コンテスト」のポスターの部で、応募数１，２２７点の中から見事「ともしび大賞」を
受賞した 荻  野  柚  季 さん（海老名市立杉本小学校５年生）。

おぎ の ゆず き

　『バリアフリーのやさしい町に！』としたのは、杖を使っている荻野さんのおじ
いさんが「段差があると歩きにくい」と漏らした一言から。そんなおじいさんの
ためにも「バリアフリーの町になったらいいなと思ったんです」と、やさしい顔
で話す。
　「近所に狭くて歩道が無い道があって、車いすの人やベビーカーが通れなくて
危ない。みんなが安全に歩ける道になってほしい」。横断歩道を渡るさまざまな
人たちには、みんなが暮らしやすい町になればと願う荻野さんの思いがこめられ
ている。
　そのために、「困っている人に声をかけたり、どんな人でも差別したりしないこ
とが大切だと思う」と、はにかみながらも力強く話してくれた。

バリアフリーのやさしい町に！
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恭　

賀　

新　

年

　

会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
様
と
と
も
に
、
健
や
か
な

新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
今
の
若
年
層
の
介
護
職
離
れ
や
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
行

等
に
よ
り
、
福
祉
現
場
に
お
け
る
人
材
不
足
は
ま
す
ま
す
深
刻
化

し
、
今
後
、
こ
の
よ
う
な
状
態
が
続
け
ば
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
・

量
の
低
下
へ
と
つ
な
が
り
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
生
活
に
大
き
く
影

響
を
も
た
ら
し
か
ね
ま
せ
ん
。
ま
た
、
経
済
の
分
野
に
お
き
ま
し
て

も
、
米
国
発
の
金
融
危
機
に
端
を
発
し
た
混
乱
に
よ
り
景
気
の
減
速

が
進
み
、
景
気
が
い
つ
浮
上
す
る
の
か
、
復
調
の
兆
し
が
見
え
な
い

状
況
に
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
私
た
ち
の
�
県
民
の
生
活

を
守
る
�
と
い
う
使
命
は
、
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
こ
う
し
た
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
迅
速
、

か
つ
的
確
に
対
応
し
、
福
祉
人
材
の
確
保
・
定
着
を
最
重
点
課
題
と

し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
県

民
一
人
ひ
と
り
の
福
祉
へ
の
理
解
と
参
加
を
よ
り
一
層
進
め
、「
と

も
に
生
き
る
福
祉
社
会
づ
く
り
」
に
向
け
て
、
会
員
の
皆
様
を
は
じ

め
、
多
く
の
県
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
着
実
に
事
業
を
推
進
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
旧
年
に
も
増
し
て
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
と

と
も
に
、
良
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

「
み
ん
な
が
と
も
に
生
き
る
ま
ち
」を

描
い
て　

〜
と
も
し
び
ポ
ス
タ
ー
・

絵
本
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
開
催

　

昨
年
十
二
月
六
日
、
第
二
十
九
回
と

も
し
び
ポ
ス
タ
ー
・
第
二
十
二
回
と
も

し
び
絵
本
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
を
県
社

会
福
祉
会
館
に
お
い
て
開
催
し
、
総
勢

九
十
四
名
の
受
賞
者
の
表
彰
を
行
い
ま

し
た
。

　
「
み
ん
な
が
と
も
に
生
き
る
ま
ち
」を

テ
ー
マ
に
し
た
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に

は
、
県
内
の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
か

ら
ポ
ス
タ
ー
の
部
に
千
二
百
二
十
七

点
、
絵
本
の
部
に
は
百
八
十
三
点
も
の

心
温
ま
る
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
受
賞
者

の
皆
さ
ん
の
ご
家
族
も
参
加
し
、
和
や

か
な
雰
囲
気
で
式
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
内
の
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
が
自
分
の

作
品
を
前
に
笑
顔
、
ピ
ー
ス
サ
イ
ン
で

写
真
を
撮
っ
て
も
ら
う
様
子
や
、
ご
家

族
同
士
で
互
い
の
お
子
さ
ん
の
作
品
を

賛
え
合
う
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
の
部
で
は
、
講
評
を
画
家

の
土
田
邦
彦
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
、

「
皆
さ
ん
の
心
の
優
し
さ
そ
の
も
の
が

『
と
も
し
び
』
で
あ
り
、
ど
の
ポ
ス
タ

ー
に
も
そ
の
想
い
が
描
か
れ
て
お
り
ま

し
た
。
ど
れ
も
甲
乙
が
付
け
難
く
、
審

査
は
本
当
に
苦
労
し
ま
し
た
」
と
全
て

の
作
品
を
ね
ぎ
ら
う
話
を
さ
れ
ま
し

た
。
絵
本
の
部
で
は
、
県
立
総
合
教
育

セ
ン
タ
ー
指
導
主
事
の
井
上
達
也
さ
ん

か
ら
講
評
を
い
た
だ
き
、「
皆
さ
ん
の

作
品
は
自
由
で
『
の
び
の
び
』
と
し
た

線
で
描
か
れ
お
り
、
技
術
だ
け
で
は
な

い
、
心
の
豊
か
さ
を
表
現
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
」
と
、

作
品
の
「
表
現
力
」
の
素
晴
ら
し
さ
に

つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
、
三
月
十
四
・
十
五
日

に
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
る
「
市
民
活
動
フ
ェ
ア
２
０
０
９
」

等
で
展
示
を
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の

作
品
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
の
心
の

「
と
も
し
び
」が
よ

り
暖
か
く
燈
さ
れ

る
こ
と
を
心
よ
り

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

（
と
も
し
び
運
動
推
進
担
当
）

社
会
福
祉
法
人

　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

林　

英
樹

県社協
　の

　　　ひろば
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ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
秋
に
円
熟
の
技

か
が
や
く
！

◇
ゆ
め
か
な
が
わ
ス
ポ
ー
ツ
健
康
シ
ニ

ア
フ
ェ
ス
タ　

シ
ニ
ア
フ
ェ
ス
タ
２
０

０
８
開
催

　

高
齢
者
の
日
頃
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

成
果
の
発
表
と
交
流
の
場
と
し
て
、

「
シ
ニ
ア
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８
」
を
、

昨
年
の
十
一
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
ま

で
、
藤
沢
市
の
県
立
体
育
セ
ン
タ
ー
を

は
じ
め
県
内
四
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
タ
は
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
通
し
た
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り

を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催

し
、
第
四
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、
卓

球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
十
三
種
目
に

大
会
関
係
者
を
含
め
三
千
人
を
超
え
る

多
く
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い

�
は
つ
ら
つ
�
プ
レ
ー
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
ど
の
参
加
者
も
、
い
つ
ま
で
も
ス

ポ
ー
ツ
に
参
加
で
き
る
喜
び
と
、
持
て

る
力
を
出
し
尽
く
し
、
充
実
感
に
満
ち

あ
ふ
れ
た
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

◇
第
二
十
一
回
全
国
健
康
福
祉
祭
か
ご

し
ま
大
会
開
催

　

高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
の

総
合
的
な
祭
典
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
る
全
国
健
康
福
祉
祭
が
、
昨
年
は

十
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
、

鹿
児
島
県
内
の
十
市
三
町
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
県
（
指
定
都
市
を
除
く
）
か
ら
は

十
三
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
に
一
〇
七

名
が
出
場
。
日
頃
鍛
え
た
成
果
を
発
揮

し
、
太
極
拳
の
総
合
二
位
、
ダ
ン
ス
ス

ポ
ー
ツ
の
団
体
戦
三
位
を
は
じ
め
、
各

会
場
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
多
く
の
仲
間
や
地
元
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
、
世
代
や
地
域
を
越
え
交
流

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
同
時
開
催
さ
れ
た
美
術
展
で

は
、
一
昨
年
の
八
月
に
本
会
主
催
で
開

催
し
た
か
な
が
わ
シ
ル
バ
ー
美
術
展
優

秀
賞
の
作
品
五
点
を
出
品
し
、
う
ち
日

本
画
の
作
品
が
鹿
児
島
県
知
事
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

（
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
シ
ニ
ア
活
動
支
援
担
当
）

鹿児島県知事賞を受賞
し、喜びの表情を見せる
井出徹生さん

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講

試
験　

合
格
状
況

　

平
成
二
十
年
十
月
十
九
日
、
第
十
一

回
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試

験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

県
内
六
ヶ
所
（
青
山
学
院
大
学
他
）

の
会
場
で
、
受
験
者
数
は
七
、
七
六
一

名
、
合
格
者
は
一
、
八
七
六
名
（
合
格

率
二
十
四
・
一
％
）
で
し
た
。
合
格
率

は
昨
年
度
よ
り
約
一
ポ
イ
ン
ト
下
が
っ

て
い
ま
す
。

　

職
種
別
の
合
格
者
は
次
の
表
の
と
お

り
で
す
。

　

介
護
福
祉
士
の
資
格
保
有
者
の
割
合

は
、
毎
年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
今
回
初
め
て
社
会
福
祉
士
が
看
護

師
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

合
格
者
に
対
す
る
実
務
研
修
は
二
月

上
旬
か
ら
、
本
会
介
護
支
援
専
門
員
支

援
担
当
、
横
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会
、

川
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
実
施
し
ま

す
。

（
介
護
支
援
専
門
員
支
援
担
当
）

比率（％）
（　）内は昨年度

合格者数（人）
（　）内は昨年度職　　種

６８．４４（６３．１７）１，２８４（１，２９０）介護福祉士
７．９４（７．８４）１４９　（１６０）社会福祉士
６．２４（８．４２）１１７　（１７２）看護師
４．６９（４．６５）８８　　（９５）介護等業務従事者
３．２５（４．１１）６１　　（８４）相談援助業務従事者
２．３５（１．６７）４４　　（３４）栄養士（管理栄養士を含む）
１．２８（１．８１）２４　　（３７）薬剤師
１．２８（０．９３）２４　　（１９）理学療法士
０．９６（２．１１）１８　　（４３）歯科衛生士
０．９１（０．６９）１７　　（１４）作業療法士
０．５３（１．２７）１０　　（２６）保健師
０．４８（０．８３）９　　（１７）あん摩マッサージ指圧師
０．４３（０．４９）８　　（１０）准看護師
０．３７（０．５４）７　　（１１）精神保健福祉士
０．３２（０．１５）６　　（３）歯科医師
０．１６（０．２０）３　　（４）医師
０．１６（０．２９）３　　（６）言語聴覚士
０．０５（０．１５）１　　（３）助産師
０．０５（０．１０）１　　（２）視能訓練士
０．０５（０．１５）１　　（３）はり師
０．０５（０．４４）１　　（９）柔道整復師
０．００（０．００）０　　（０）義肢装具士
０．００（０．００）０　　（０）きゅう師

１００（１００）１，８７６（２，０４２）計

平成２０年度介護支援専門員実務研修受講試験　職種（資格）別合格状況
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　　　TOPICS福 祉 の 動 き
123456

福
祉
関
連
の
う
ご
き
（
〇
付
き
数
字
は
本
紙
で
の
関
連
記
事
掲
載
月
）

○
厚
生
労
働
省
の
障
害
者
の
就
業
実
態
調
査
で
就
業
者
の
割
合
が
精
神
障
害
者　

％
、身
体
障
害
者　

％
、知
的
障
害
者
は　

％
に
と
ど
ま
っ
て

１７

４３

５３

い
る
こ
と
が
判
明

○
障
害
者
作
業
所
の
全
国
連
絡
組
織
「
き
ょ
う
さ
れ
ん
」は
、
原
油
高
騰
の
影
響
に
つ
い
て
緊
急
調
査
結
果
を
発
表
。ガ
ソ
リ
ン
代
は　

％
が「
増

９２

え
た
」と
回
答
し
、
増
額
幅
は
平
均
１
万
５
０
８
０
円
で
、
工
賃
の
引
き
下
げ
な
ど
深
刻
な
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
が
判
明

◇
防
災
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
２
０
０
８
開
催
②

◇
県
介
護
福
祉
士
会
、
介
護
職
員
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
研
修
を
県
内
初
の
試
行
②

★
第　

回
県
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
開
催
。応
募
点
数
は
９
６
７
２
編
③

３１

○
厚
生
労
働
省
の
人
口
動
態
統
計
に
よ
る
と　

年
の
出
生
数
は
前
年
比
１
３
４
１
人
減
の
１
１
２
万
９
３
７
人
で
、
６
年
ぶ
り
に
増
加
し
た

０７

　

年
か
ら
再
び
減
少

０６○
介
護
ベッ
ド
用
手
す
り
で
の
事
故
が
、　

年
５
月
以
降
、
全
国
で
５
件
発
生
、
３
人
が
死
亡
し
て
い
る
こ
と
が
経
済
産
業
省
の
調
べ
で
判
明

０７

○
厚
生
労
働
省
は
、　

年
に
子
ど
も
が
虐
待
で
死
亡
し
た
１
０
０
件（
死
亡
数
１
２
６
人
）の
検
証
結
果
を
発
表
。ネ
グ
レ
ク
ト（
養
育
放
棄
）が

０６

主
な
原
因
で
死
亡
し
た
子
ど
も
は
、　

人
に
上
り
、　

年
の
７
人
か
ら
大
幅
に
増
加

２３

０５

★
社
協
活
動
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ「
み
ん
な
の
笑
顔
を
つ
く
り
た
い
」を
発
行
③

○　

歳
以
上
の
医
療
の
新
制
度「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度（
長
寿
医
療
制
度
）」が
ス
タ
ー
ト

７５
○
電
動
車
い
す
の
事
故
事
例
が
相
次
い
で
い
る
実
態
を
受
け
、
経
済
産
業
省
で
は
安
全
対
策
を
強
化
す
る
検
討
開
始

★
自
助
具
啓
発
冊
子「
自
助
具
っ
て
何
？
２
」を
発
行
④

★
地
域
障
害
者
等
Ｉ
Ｔ
利
活
用
拠
点
、
県
北
地
区
の
津
久
井
、
城
山
に
オ
ー
プ
ン
⑤

○　

歳
以
上
の
高
齢
者
の
数
・
最
多
２
７
４
６
万
人
、　

歳
未
満
の
子
ど
も
の
数
・
最
少
１
７
２
５
万
人

６５

１５

○
新
し
い
介
護
施
設「
介
護
療
養
型
老
人
保
健
施
設（
療
養
型
老
健
）」が
ス
タ
ー
ト

○
コ
ム
ス
ン
問
題
を
受
け
事
業
者
規
制
の
強
化
策
を
盛
り
込
ん
だ
改
正
介
護
保
険
法
が
成
立

○「
認
定
こ
ど
も
園
」の
数
が　

年
４
月
１
日
現
在
、全
国
で
２
２
９
件
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
文
部
科
学
省
と
厚
生
労
働
省
の
調
べ
で
判
明

０８

○
厚
生
労
働
省
社
会
保
障
審
議
会
少
子
化
対
策
特
別
部
会
は
、
保
護
者
が
保
育
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
多
様
な
主
体
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
量

的
拡
大
を
進
め
る
と
と
も
に
、
現
在
の「
保
育
に
欠
け
る
」と
い
う
利
用
要
件
を
見
直
し
て
新
た
な
基
準
を
導
入
す
る
こ
と
な
ど
を
提
言

○　

年
度
の
ハロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
障
害
者
の
就
職
件
数
が
４
万
５
５
６
５
件
と
な
り
、
過
去
最
高

０７
○
厚
生
労
働
省
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に「
認
知
症
連
携
担
当
者
」の
創
設
を
決
定
。来
年
度
、
全
国
１
５
０
カ
所
の
設
置
を
目
指
す

○　

年
度
に
全
国
の
児
童
相
談
所
で
対
応
し
た
虐
待
相
談
件
数
は
４
万
６
１
８
件
で
、前
年
度
よ
り
３
２
９
５
件
増
加
、初
め
て
４
万
件
を
超
え
た

０７
○　

年
の
自
殺
者
数
は
３
万
３
０
９
３
人
で
、　

年
に
次
い
で
２
番
目
に
多
く
、
３
万
人
を
超
え
た
の
は　

年
連
続

０７

０３

１０

◇
知
的
障
害
者
施
設「
ハ
イ
ム
ひ
ま
わ
り
」の
火
災
に
関
連
し
て
、　

年
度
中
に
新
た
な
消
防
用
設
備
の
整
備
が
必
要
と
な
る
施
設
に
対
し
、
整
備

０８

費
用
を
県
が
全
額
負
担
す
る
方
針
を
明
ら
か
に

◇
県
、「
振
り
込
め
詐
欺
」犯
罪
防
止
特
別
宣
言
⑦

◇
本
会
の
講
座
を
受
講
し
た
メ
ン
バ
ー
で
発
足
し
た
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
が
設
立　

周
年
を
迎
え
、
記
念
講
演
会
を
開
催
⑦

２０

★
第
７
回「
か
な
が
わ
高
齢
者
福
祉
研
究
大
会
」、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
開
催
⑧

社
会
の
う
ご
き
・
事
件
・
事
故

▽
中
国
製
ギ
ョ
ー
ザ
に
農
薬
混
入
、　

人
が
中
毒

１０

▽
世
界
株
安
、
東
証
１
万
３
０
０
０
円
割
れ

▽
薬
害
肝
炎
救
済
法
が
成
立

▽
大
阪
府
知
事
に
弁
護
士
の
橋
下
徹
氏
初
当
選

▽　

年
の
交
通
事
故
死
者
、　

年
ぶ
り
５
０
０
０
人
台
に

０７

５４

減
少

▽
ト
ヨ
タ
、
Ｇ
Ｍ
抜
き
生
産「
世
界
一
」に

▽
元
時
津
風
親
方
ら
４
人
を
傷
害
致
死
容
疑
で
逮
捕

▽
イ
ー
ジ
ス
艦
と
漁
船
が
衝
突
、
漁
師
親
子
が
行
方
不
明

▽
日
銀
総
裁
、
戦
後
初
の
空
席
に

▽
中
国
チ
ベッ
ト
・
自
治
区
ラ
サ
で
大
規
模
暴
動

▽
連
続
児
童
殺
害
、
畠
山
鈴
香
被
告
に
無
期
判
決

▽
世
界
フ
ィ
ギ
ュア
、
浅
田
真
央
が
初
の
女
王
に

▽
暫
定
税
率
失
効
、
ガ
ソ
リ
ン
値
下
げ

▽
善
光
寺
、
聖
火
リ
レ
ー
出
発
式
を
辞
退

▽
上
野
動
物
園
の
パ
ン
ダ「
リ
ン
リ
ン
」が
死
亡

▽
中
国
四
川
省
で
Ｍ
７
・
８
の
地
震
発
生
、
死
者
・
行
方
不

明
者
多
数

▽
ユニ
セ
フ
、
５
歳
未
満
の
死
者
の
半
数
が
ア
フ
リ
カ
と
発
表

▽
国
の
借
金
、過
去
最
高
８
４
９
兆
２
０
０
０
億
円

▽　

歳
三
浦
雄
一
郎
さ
ん
、エ
ベレ
ス
ト
日
本
人
最
高
齢
登
頂

７５
▽
岩
手
・
宮
城
内
陸
で
Ｍ
７
・
０
の
地
震
発
生

▽
秋
葉
原
で
無
差
別
殺
傷
事
件
７
人
死
亡　

人
重
軽
傷

１０

▽
中
国
産
ウ
ナ
ギ
を
国
産
ブ
ラ
ン
ド
品
に
、
格
下
肉
な
ど

を「
飛
騨
牛
」と
偽
装
販
売

▽
米
の
雇
用
悪
化
、
失
業
率
５
・
５
％

○全国の動き　◇県内の動き　★本会の動き
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○
厚
生
労
働
省
は
、　

年
度
か
ら
福
祉
・
介
護
分
野
専
門
の
ハロ
ー
ワ
ー
ク
を
新
た
に
設
置
す
る
こ
と
を
決
定

０９

○
厚
生
労
働
省
、「
介
護
労
働
者
の
確
保
・
定
着
等
に
関
す
る
研
究
会
」の
中
間
ま
と
め
を
公
表
。雇
用
管
理
の
改
善
や
潜
在
的
有
資
格
者
の
掘

り
起
こ
し
な
ど
重
点
的
に
取
り
組
む
方
向
性
を
明
示

○
社
会
福
祉
法
人
長
和
福
祉
会（
兵
庫
県
）が
民
事
再
生
手
続
き
を
申
請
。社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
民
事
再
生
の
申
請
は
全
国
初

○
全
国
の
若
年
性
認
知
症
患
者
数
が
３
万
１
０
０
０
〜
５
万
２
０
０
０
人
と
推
計
さ
れ
る
こ
と
が
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
初
め
て
判
明

◇
県
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
協
働
し
、
福
祉
輸
送
に
関
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
相
談
窓
口
を
開
設
。情
報
一
元
化
は
全
国
初

★「
福
祉
人
材
確
保
重
点
月
間
」（
７
月　

日
〜
８
月
３
日
）が
設
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、初
め
て
の
介
護
職
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
⑨

２１

★
第　

回
関
東
ブ
ロッ
ク
郡
市
区
町
村
社
協
職
員
合
同
研
究
協
議
会
開
催
⑧

４６

○
厚
生
労
働
省
は
、　

年
度
予
算
の
概
算
要
求
に
て
、
社
会
保
障
に
関
す
る
政
府
の
緊
急
対
策
「
五
つ
の
安
心
プ
ラ
ン
」に
盛
り
込
ん
だ
施
策
の

０９

推
進
を
重
点
事
項
に
掲
げ
、
介
護
人
材
確
保
対
策
の
推
進
、
認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
促
進
な
ど
に
関
す
る
経
費
を
計
上

○
舛
添
要
一
厚
生
労
働
大
臣
は
、　

月　

日
を「
介
護
の
日
」と
す
る
と
発
表

１１

１１

○
経
済
連
携
協
定（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）に
基
づ
く
看
護
師
・
介
護
福
祉
士
候
補
者
派
遣
事
業
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
２
０
８
人
が
来
日

◇
県
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
推
進
条
例
に
基
づ
く
第
１
回
目
の「
か
な
が
わ
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
月
間
」に
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
⑦

◇
県
警
、言
語
や
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方
専
用
の
１
１
０
番
通
報
シ
ス
テ
ム
を
機
能
強
化
。発
信
地
表
示
や
現
場
画
像
送
信
等
の
機
能
を
追
加
⑨

★
第
７
回
か
な
が
わ
シ
ル
バ
ー
美
術
展
開
催
。出
品
数
は
６
０
３
点
⑨

○
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典「
第　

回
パ
ラ
リ
ン
ピッ
ク
夏
季
大
会
」開
催
。史
上
最
多
と
な
る
約
１
５
０
カ
国
、約
４
０
０
０
人
の
選
手
が
参
加

１３

○
全
国
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会
の
調
査
で
、
障
害
者
が
働
く
セ
ル
プ
施
設
の　

％
が
原
油
高
・
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
判

７４

明
。特
に
影
響
が
大
き
い
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業
で
は　

施
設
で
工
賃
を
引
き
下
げ

１６

○
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
の
入
学
定
員
に
対
す
る
実
際
の
入
学
者
の
割
合
が　

年
度
は　

％
に
急
落
し
た
こ
と
が
判
明

０８

４６

★
本
会
と
県
知
的
障
害
福
祉
協
会
、
県
身
体
障
害
施
設
協
会
、
県
民
間
知
的
障
害
施
設
協
同
会
の
四
団
体
連
名
で
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に

伴
う
障
害
福
祉
施
策
に
対
す
る
改
善
等
の
要
望
書
を
県
知
事
あ
て
に
提
出
⑩

★
障
害
者
権
利
条
約
の
理
解
と
活
用
を
目
指
し
、
障
害
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
開
催
⑩

○
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
の
前
身
で
あ
る
中
央
慈
善
協
会
が
１
９
０
８
年　

月
７
日
に
創
設
さ
れ
て
１
０
０
周
年

１０

○
厚
生
労
働
省
は
、　

年
度
に　

歳
以
上
の
高
齢
者
が
施
設
職
員
に
よ
り
虐
待
さ
れ
た
事
例
が　

件
で　

年
度
に
比
べ
８
件
（　

％
）
増
え
た

０７

６５

６２

０６

１５

と
発
表
。親
族
に
よ
る
虐
待
は
１
万
３
２
７
３
件（
同
６
％
増
）

○
厚
生
労
働
省
は
、
介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を
図
る
た
め
、　

年
度
の
介
護
報
酬
改
定
で
３
％
引
き
上
げ
る
と
公
表
。介
護
職
の
賃
金
を
月

０９

額
２
万
円
引
き
上
げ
、
介
護
職　

万
人
の
増
員
を
目
指
す

１０

★
県
社
会
福
祉
大
会
開
催
⑪

★
第
４
回
か
な
が
わ
シ
ニ
ア
短
歌
大
会
表
彰
式
開
催
⑪

○「
保
育
マ
マ
」の
法
制
化
や
里
親
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
の
新
設
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
改
正
児
童
福
祉
法
が
成
立

○
障
害
者
自
立
支
援
法
の
応
益
負
担
の
不
当
性
を
司
法
の
場
で
問
お
う
と
全
国
８
地
裁
で
計　

人
が
一
斉
提
訴

３０

○
全
国
町
村
会
の
報
告
書
に
よ
り
、
合
併
し
た
地
方
自
治
体
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
廃
止
な
ど
地
域
づ
く
り
活
動
に
支
障
が
出
て
い
る
こ
と
が
判
明

○
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
は
、事
業
や
組
織
の
在
り
方
を
大
幅
に
見
直
し
、時
代
の
要
請
に
応
え
る「
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
全
社
協
」へ
の
転
換
を
決
定

★
介
護
の
日
制
定
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催

★
か
な
が
わ
権
利
擁
護
相
談
セ
ン
タ
ー
が　

周
年
を
記
念
し
、か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
推
進
機
構
と
共
催
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
⑫

１０

○
補
正
予
算
成
立
に
伴
う
新
設
助
成
金「
介
護
未
経
験
者
確
保
等
助
成
金
」が
ス
タ
ー
ト

○
厚
生
労
働
省
社
会
保
障
審
議
会
障
害
者
部
会
は
障
害
者
自
立
支
援
法
の「
施
行
後
３
年
の
見
直
し
」に
つ
い
て
の
報
告
書
を
ま
と
め
、
利
用
者

負
担
軽
減
措
置
の
継
続
や
障
害
児
支
援
の
根
拠
は
児
童
福
祉
法
と
す
る
こ
と
な
ど
を
提
言

★
初
の
多
機
能
型
と
も
し
び
シ
ョッ
プ「C

af’e
B
lue
Seas

」が
三
浦
市
に
オ
ー
プ
ン
⑫

▽
平
均
寿
命
最
高
更
新
、
女
性　
・　

歳
・
男
性　
・　

歳

８５
９９

７９
１９

▽
北
海
道
洞
爺
湖
で
サ
ミ
ッ
ト
開
幕

▽　

年
度
の
年
金
運
用
赤
字
、
５
兆
６
４
５
５
億
円
に
。

０７
過
去
最
大

▽
ガ
ソ
リ
ン
値
上
が
り
、
初
の
１
８
０
円
台

▽
日
雇
い
派
遣「
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
」が
廃
業

▽
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

▽
完
全
失
業
率
４
・
２
％
、完
全
失
業
者
数
２
７
２
万
人
に

▽
ア
フ
ガ
ン
邦
人
拉
致
、
伊
藤
和
也
さ
ん
遺
体
で
発
見

▽
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
り
、
東
海
や
関
東
で
被
害

▽
福
田
康
夫
首
相
が
退
陣
し
、
麻
生
太
郎
氏
が
第　

代
首

９２

相
に
就
任

▽
米
証
券
会
社
リ
ー
マ
ン・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
経
営
破
綻

▽
米
大
リ
ー
グ
・
イ
チ
ロ
ー
８
年
連
続
２
０
０
本
安
打
達
成

▽
Ｎ
Ｙ
株
４
年
ぶ
り
１
万
ド
ル
割
れ
、
世
界
同
時
株
安
へ

▽
企
業
倒
産
の
負
債
８
兆
円
超
、
戦
後
２
番
目
の
高
水
準

▽
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
日
本
人
４
人
受
賞

▽
大
分
県
教
育
委
員
会
汚
職
事
件
、再
試
験
で　

人
が
合
格

２２

▽
イ
ン
ド
同
時
多
発
テ
ロ
で
１
２
５
人
死
亡
、
負
傷
者
多
数

▽
元
厚
生
事
務
次
官
宅
を
連
続
襲
撃
３
人
殺
傷

▽
米
次
期
大
統
領
に
民
主
党
・
オ
バマ
氏
、
黒
人
で
初

▽
ゴ
ル
フ　

歳
・
石
川
遼
が
プ
ロ
の
ツ
ア
ー
最
年
少
優
勝
記
録

１７

▽
今
年
の
流
行
語
に「
ア
ラ
フ
ォ
ー
」と「
グ
〜
！
」

▽
今
年
の
漢
字
は「
変
」

▽
イ
ラ
ク
人
記
者
、米
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
靴
を
投
げ
つ
け
る

▽
年
末
の
日
比
谷
公
園
に
失
業
者
の
為
の「
年
越
し
派
遣
村
」
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※yahooで「株式会社八雲堂」と検索してください

〒２３５－００４５
横浜市磯子区洋光台６－２０－６
ＴＥＬ ０４５－８３３－５１７２　ＦＡＸ ０４５－８３３－５１４９

家
庭
学
園
と
の
出
会
い

　

私
は
、
横
浜
家
庭
学
園
に
就
職
し
て

十
八
年
に
な
り
ま
す
。
就
職
す
る
き
っ

か
け
は
、
大
学
に
来
て
い
た
学
園
の
求

人
票
に
目
が
と
ま
っ
た
か
ら
で
す
。

　

当
時
、
求
人
票
は
ま
だ
手
書
き
で
し

た
が
、
学
園
の
求
人
票
は
他
と
比
べ
、

字
に
「
勢
い
」
が
あ
り
、
大
き
な
字
で

勤
務
形
態
の
欄
に
「
住
み
込
み
」、
資
格

要
件
に
「
心
身
共
に
健
康
な
者
」
と
だ

け
書
い
て
あ
り
、
内
容
よ
り
も
そ
の
勢

い
に
魅
力
を
感
じ
「
こ
こ
に
行
く
し
か

な
い
」
と
思
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え

て
い
ま
す
。

不
惑
に
し
て
惑
う
こ
と

　

そ
ん
な
些
細
な
き
っ
か
け
で
学
園
に

お
世
話
に
な
っ
た
私
で
す
が
、
こ
の
十

八
年
間
で
百
五
十
人
以
上
の
子
ど
も
た

ち
と
出
会
い
、
共
に
生
活
を
し
、
そ
し

て
社
会
に
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

自
身
も
そ
の
間
に
結
婚
を
し
、
学
園

の
中
に
宿
舎
も
作
っ
て
も
ら
い
、
子
ど

も
も
三
人
産
ま
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
私

が
、
入
園
し
て
く
る
子
ど
も
た
ち
や
自

分
の
息
子
・
娘
に
望
む
こ
と
は
、
社
会

の
中
で
愛
さ
れ
る
若
者
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
子
ど
も
で
あ
る
こ
の
時
期
に
、
謙

虚
さ
や
気
配
り
、
時
に
は
グ
ッ
と
我
慢

を
し
て
耐
え
る
こ
と
も
学
ん
で
ほ
し
い

と
思
う
の
で
す
。

　

し
か
し
、
私
も
含
め
た
児
童
福
祉
施

設
の
現
場
が
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の

気
持
ち
を
表
に
出
す
だ
け
で
は
な
く
周

り
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
考
え
て
行
動
で

き
る
よ
う
に
支
援
で
き
て
い
る
の
か
、

子
ど
も
の
自
由
と
権
利
を
守
る
と
い
う

耳
障
り
の
い
い
言
葉
の
も
と
に
、
子
ど

も
た
ち
の
現
状
だ
け
で
は
な
く
社
会
へ

出
て
い
っ
た
後
の
こ
と
も
き
ち
ん
と
考

え
て
い
る
の
か
と
、
不
惑
の
歳
を
む
か

え
た
今
、
自
問
自
答
し
て
い
ま
す
。

仲
間
の
大
切
さ

　

小
さ
な
施
設
で
あ
る
学
園
の
中
で
は

私
が
最
も
年
長
で
、
他
に
住
み
込
ん
で

い
る
直
接
処
遇
職
員
は
十
名
で
す
。
皆

熱
く
、
家
庭
学
園
を
愛
し
、
子
ど
も
の

事
に
一
所
懸
命
努
力
し
て
く
れ
て
い
る

愛
す
べ
き
若
者
た
ち
で
す
。
今
後
も
こ

の
仲
間
た
ち
と
共
に
汗
を
流
し
、
本
当

に
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は

何
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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児童自立支援施設

「横浜家庭学園」

児童自立支援専門員
 井  苅 　献太
い かり

第10回
児童福祉施設

児
童
自
立
支
援
施
設
と
は

　

犯
罪
な
ど
の
不
良
行
為
を
し
た
り
、

す
る
恐
れ
の
あ
る
児
童
や
、
家
庭
環
境

な
ど
の
理
由
に
よ
り
生
活
指
導
等
が
必

要
な
児
童
を
入
所
ま
た
は
通
所
さ
せ
、

必
要
な
指
導
を
行
い
、
自
立
を
支
援
す

る
施
設
。

　

県
内
に
は
三
カ
所
。

■
横
浜
家
庭
学
園

横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区
釜
台
町　

－
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でか
けてみませんか

　今回ご紹介するのは、伊勢原市商工会が今年5月にス
タートさせた「ふれあい手形」。この手形は65歳以上の
方や障害のある方（手帳をお持ちの方）を対象に発行さ
れるカードで、伊勢原市内の加盟店共通、または独自の
サービスを受けられるというもの。この取り組みには、”
ふれあい”の温かさがありました。

伊勢原市/伊勢原市商工会
『ふれあい手形』 　通称ＫＩＬＣ（キルク）。１９９７年４月設立。障害者の自立

生活を目指してピアカウンセリング（障害者による相談事
業）や各種情報提供、障害者施策の研究・提言など障害当
事者の目線で共生社会の実現を目指した活動を展開。現
在、厚木・平塚２ヶ所を拠点に活動中。
〈連絡先〉〔法人本部〕厚木市愛甲９５３－２
TEL．０４６－２４７－７５０３　FAX．０４６－２４７－７５０８
URL）http://www.kilc.org　E-mail）info@kilc.org 

今月は　�　NPO法人神奈川県障害者
自立生活支援センター　がお伝えします！

今後の発展にさらに期待

　このふれあい手形は買い物のポイントカード

ではなく、受けられるサービスなどの内容も伝

わりにくいため、あまり普及していないのが現

状だそうです。大型店舗にはない、地域の商店

街や店舗で、お店の方とふれあいながら、いつ

でも安心して買い物ができることこそが最大の

特典なのでは…と取材を通して感じました。

「こんなサービスがあるといいのでは」など皆

様の要望やリクエストも大歓迎だとか。

�

�
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�
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��������

�
�
�

�
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インフォメーションインフォメーション
『ふれあい手形』
〔問合せ先〕
　伊勢原市商工会　TEL.０４６３－９５－３２３３
〔発行先〕
伊勢原市商工会、伊勢原市役所、伊勢原市社会福
祉協議会、各加盟店舗

ふれあい手形の共通サービス

　加盟店共通サービスは２つ。手形の裏面に、

緊急時の連絡先、かかりつけの病院、その他不

安な事項などを書き込めるようになっており、

いざという時にお店の方に対応してもらえるの

で、いつでも安心してお買い物が楽しめます。

　もう一つは突然の雨降りにとっても助かる置

き傘の貸し出し

サービス。お店

で借りた傘は、

加盟店ならどこ

のお店でも返却

可能なのが嬉し

いですね。

　現在の加盟店は１５２店舗。緑ののぼり旗やポ

スターが目印です。

店舗独自のサービスには優しさあり

　加盟店独自のサービスは、店頭に貼ってある

緑のポスターに表示してあります。「買い物中、

お荷物をお預かりします」や「店内にイスあり

ます。お気軽にお休み

ください」等々、各店

ができることを提供し

ようと考えたサービス

には、ふれあいの心地

良さを感じます。

◆子育て中の方や障害のある方にやさしい工夫をし
ている商店街の情報を募集します！ご意見・ご感想は
kikaku@knsyk.jpまでお寄せください。

よくあるポイントカード等と同じくらいの
名刺サイズなので財布に入れて持ち歩け
る。入会料、年会費無料。さらに伊勢原市
民限定ではないので対象者であれば誰でも
発行してもらえる。
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連連載載

障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
【
第
十
回
】

障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に　
【
第
十
回
】

と
語
り
ま
す
。

「
定
着
支
援
」は
期
間
に
関
係
な
く

　

横
浜
市
都
筑
区
に
あ
る
「
ワ
ー
ク
ア

シ
ス
ト
仲
町
台
」
で
は
、
高
齢
・
障
害

者
雇
用
支
援
機
構
が
実
施
し
て
い
る

ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
へ
の
助
成
制
度
を
活
用

し
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
の
派
遣
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
年
八
ヶ
月
と
い
う
助
成

金
が
支
給
さ
れ
る
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら

も
、
本
人
や
企
業
か
ら
の
求
め
に
応
じ

て
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
が
か
か
わ
る
こ
と
も

少
な
く
な
い
そ
う
で
す
。

　
「
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
の
仕
事
と
し
て
は
、

例
え
ば
企
業
で
人
事
異
動
が
あ
っ
た
り

本
人
の
仕
事
内
容
が
変
わ
っ
た
り
し
た

場
合
な
ど
の
職
場
で
の
変
化
が
あ
っ
て

も
企
業
内
で
対
応
で
き
る
よ
う
、
助
成

期
間
内
に
支
援
体
制
を
つ
く
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
で
す
が
、
実
際
は
、

特
に
知
的
障
害
の
方
な
ど
は
担
当
者
の

交
代
に
大
き
く
影
響
を
受
け
る
こ
と
も

あ
る
た
め
、
場
合
に
応
じ
て
職
場
の
事

情
を
知
る
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
が
相
談
に
乗

っ
て
い
ま
す
」
と
、
ワ
ー
ク
ア
シ
ス
ト

仲
町
台
の
松
尾
江
奈
さ
ん
は
話
し
ま

す
。

　

し
か
し
、
助
成
期
間
が
過
ぎ
て
の
活

動
に
つ
い
て
は
「
無
償
」
で
行
わ
ざ
る

を
得
な
く
、
そ
の
場
合
は
人
的
な
負
担

も
あ
わ
せ
て
事
業
所
の
負
担
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

企
業
側
か
ら
の
相
談
先
と
し
て
、
本

人
や
企
業
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る

ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
が
選
ば
れ
や
す
い
で
す

が
、
事
業
所
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ

う
、
助
成
制
度
と
現
状
の
整
理
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

生
活
支
援
を
一
体
に
行
う
た
め
に
〜

情
報
を
得
る
機
会
づ
く
り
に
向
け
て

　
「
就
労
支
援
」
は
、
仕
事
面
だ
け
を
切

り
離
し
て
支
援
で
き
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
例
え
ば
起
床
の
時
間
だ
っ
た

障
害
の
あ
る
方
に
と
っ
て
の
就
労
と
は
（
３
）

　

障
害
の
あ
る
方
の
就
労
の
「
定
着
」
に
向
け
て
は
、
企
業
と
本
人
と
の
橋
渡
し

役
と
な
る
「
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
」
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

障
害
の
あ
る
方
の
就
労
の
定
着
に
は
、
就
労
支
援
に
と
ど
ま
ら
な
い
生
活
面
全
般

へ
の
支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
の
二
つ
の
活
動
事
例
か

ら
、
障
害
の
あ
る
方
の
就
労
の
定
着
に
は
、
ど
の
よ
う
な
支
援
や
し
く
み
が
必
要

な
の
か
を
考
え
ま
す
。

ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
の
役
割

　

座
間
市
に
あ
る
、
社
会
福
祉
法
人
日

本
キ
リ
ス
ト
教
奉
仕
団
「
ア
ガ
ペ
セ
ン

タ
ー
」
の 
宇  
都  
木 
淳
一
さ
ん
は
、
ジ
ョ

う 

つ 

ぎ

ブ
コ
ー
チ
と
い
う
仕
事
に
就
き
二
年
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
約
二
十
人
の
一

般
就
労
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　

ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
の
仕
事
内
容
は
、
職

場
開
拓
や
、
企
業
か
ら
の
求
人
と
の
マ

ッ
チ
ン
グ
、
本
人
が
早
く
職
場
に
な
じ

め
る
よ
う
接
し
方
を
企
業
の
担
当
者
に

伝
え
る
と
い
っ
た
調
整
を
図
っ
た
り
、

ま
た
就
職
後
本
人
の
相
談
に
応
じ
た
り

職
場
訪
問
を
行
っ
た
り
な
ど
、
多
岐
に

渡
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
の
仕
事
に

つ
い
て
宇
都
木
さ
ん
は
、「
本
人
が
一

つ
ひ
と
つ
壁
を
乗
り
越
え
て
、
会
う
た

び
に
た
く
ま
し
く
な
っ
て
い
く
。
そ
う

い
う
姿
を
間
近
で
見
ら
れ
る
よ
ろ
こ
び

が
、
こ
の
仕
事
の
や
り
が
い
」
と
笑
顔

で
話
し
ま
す
。

　

現
在
、
宇
都
木
さ
ん
は
一
人
で
複
数

名
の
利
用
者
に
対
し
企
業
等
に
出
向
い

て
の
支
援
を
中
心
に
行
っ
て
お
り
、
普

段
は
ほ
と
ん
ど
施
設
を
不
在
に
し
て
い

ま
す
。「
本
当
は
施
設
で
の
就
労
訓
練

の
段
階
か
ら
『
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
』
と
い

う
視
点
で
も
っ
と
か
か
わ
り
た
い
」
と

話
し
ま
す
。

　

宇
都
木
さ
ん
は
、
企
業
か
ら
の
実
際

の
ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
た
視
点
で
、
施
設

の
就
労
支
援
全
体
を
考
え
て
い
く
必
要

性
を
感
じ
て
お
り
、「
定
着
」
を
支
え

る
、
よ
り
効
果
的
な
し
く
み
が
必
要
だ

レストランや情報処理などさまざまな
就労移行・就労継続支援の中で、就職を
目指します
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り
、
休
日
の
過
ご
し
方
だ
っ
た
り
、
仕

事
を
き
ち
ん
と
こ
な
す
た
め
の
生
活
面

で
の
支
援
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た

仕
事
の
こ
と
に
限
ら
ず
、
悩
み
ご
と
全

般
へ
の
対
応
に
よ
り
、
本
人
の
働
く
意

欲
の
維
持
を
支
え
る
こ
と
が
、「
定
着
」

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

し
か
し
、「
本
人
が
ど
う
生
活
し
て

い
る
の
か
様
子
は
と
て
も
気
に
な
り
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
施
設
か
ら
就
職
し
た

す
べ
て
の
方
を
、
就
労
後
も
就
労
前
も

同
じ
よ
う
に
生
活
支
援
を
行
う
と
い
う

の
は
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
一
人
だ
け
で
は

不
可
能
」
と
宇
都
木
さ
ん
が
話
す
よ
う

に
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
が
対
応
で
き
る
範

囲
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
ア
ガ
ペ
セ
ン
タ
ー
で
は
第
二

・
第
四
土
曜
日
を
、
就
職
し
た
利
用
者

が
自
由
に
集
ま
れ
る
場
と
し
て
開
放
し

て
い
ま
す
。
情
報
交
換
を
し
た
り
一
緒

に
食
事
を
し
た
り
な
ど
本
人
た
ち
の
息

抜
き
の
場
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
ジ
ョ

ブ
コ
ー
チ
に
と
っ
て
も
彼
ら
と
顔
を
合

わ
せ
て
近
況
が
確
認
で
き
、
時
に
は
ア

ド
バ
イ
ス
も
で
き
る
そ
う
で
す
。

　

ワ
ー
ク
ア
シ
ス
ト
仲
町
台
の
松
尾
さ

ん
も
、
就
労
支
援
と
生
活
支
援
と
は
一

体
だ
と
し
て
、「
家
族
を
は
じ
め
、
ヘ
ル

パ
ー
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
職
員
な

ど
、
本
人
の
生
活
に
か
か
わ
る
人
を
集

め
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
情
報
を

共
有
し
て
本
人
の
就
労
の
定
着
を
支
え

て
い
き
た
い
」
と
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
側

か
ら
働
き
か
け
を
し
よ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

障
害
の
あ
る
方
の
就
労
支
援
で
は
、

よ
り
「
定
着
」
を
図
っ
て
い
く
た
め
に

も
、
施
設
に
お
け
る
就
労
訓
練
と
、
就

労
後
の
支
援
の
連
続
性
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
助
成
制
度
な
ど
の
期
間
に

関
係
な
く
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
が
柔
軟
に
活

動
で
き
る
よ
う
に
支
え
る
し
く
み
を
つ

く
る
こ
と
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

生
活
の
一
部
に
就
労
が
あ
り
、
ジ
ョ

ブ
コ
ー
チ
を
含
め
、
生
活
全
体
に
か
か

わ
る
方
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、

障
害
の
あ
る
方
の
生
活
全
体
を
支
え
て

い
く
こ
と
が
、
就
労
の
定
着
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�

�

�

�

�������

�������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
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�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　私の職場と住まいのある三浦市は、自
然が豊かで、海・人・風がとても温かい街
です。私は、「精神障害者生活訓練施設
萌木」という精神障害者の社会復帰を支
援する入所施設に勤めています。また、
地域の支援者・当事者の皆様とＮＰＯ法
人「ぴあ三浦」を設立し、精神障害者の地
域生活支援や、私も含めた市民の心の健
康の普及啓発活動なども行っています。
　「精神障害」と聞くと少し戸惑われる方
も多いかもしれません。目に見えない病
気であるため、どのように対応をすれば
よいのかとよくご相談を受けます。そう
いうときは、まず「いちばん戸惑ってい
るのは当事者なんですよ」とお話させて
いただいています。障害が目に見えない
ということはご本人にとっても同じで、
症状の変化がとてもわかりづらく、また
周囲にも伝えづらいところがこの障害の
特徴なのです。
　少しでもこの病気や障害を理解される
方が増えて、精神障害を持っている方や
そのご家族が当たり前に安心をして過ご
せる社会がやってくることを日々願って
やみません。
　障害者が安心して暮らせる街づくりは
すべてのひとが安心して暮らせる街づく
りであると思います。未熟者の私は、地
元のボランティアや人生の先輩方に教わ
ることが多く、当事者から励まされるこ
とも多々あります。今後もささやかでは
ありますが、「人とひと」とのつながりの
中で豊かな街づくりの実現を前進させて
いきたいと思っています。

195
ひと・ネットワーク
ひと・ネットワーク

心の健康と
精神障害者への支援

精神障害者生活
訓練施設　萌木
施設長　武津　美樹
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今月の福祉資料室
BOOK

BOOK
「福祉資料室」をご利用下さい！
◆利用時間：月～金（第３金曜日、祝日、
年末年始等を除く）の９時～１７時

◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
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★
保
育
士
と
考
え
る　

実
践
保
育
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座
（
関
川
芳
孝
著
、
全

国
社
会
福
祉
協
議
会
）

★
「
愛
さ
れ
た
い
」
を
拒
絶
さ
れ
る
子
ど

も
た
ち
〜
虐
待
ケ
ア
へ
の
挑
戦
（
椎
名
篤

子
著
、
大
和
書
房
）

★
大
人
が
知
ら
な
い
ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
真

実
（
渡
辺
真
由
子
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

★
嚥
下
食
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
よ
る
レ
ベ
ル
別

市
販
食
品
2
5
0
（
栢
下
淳
編
著
、
医
歯

薬
出
版
）

★
社
会
福
祉
法
人
・
事
業
者
の
た
め
の
労

務
対
応
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
1
0
0（
小
澤
勇

・
乘
本
武
他
著
、東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
）

★
詳
解
・
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の

患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律　

三

訂
版（
感
染
症
法
研
究
会
編
集
、中
央
法
規
）

東京ダイバーズ
赤沢センター
主宰　椎名勝巳

私のおすすめの１冊私のおすすめの１冊

「海の介護人
　　　　ものがたり」

椎名勝巳著

　風呂やプールに入ると体が軽くなったように感じ
ます。浮力が働くからです。海の中でも自分の体の
重さと浮力がつりあうと、一定の深さで止まってい
られます。この無重力状態を、ダイバーは“中性浮
力”と呼んでいます。
　この中性浮力のおかげで、障
害者や高齢者は重力の働く磯
や船から海へ出入りする時に
誰かに介護してもらえば、海の
中では自由に動きまわれるこ
とができます。
　海の世界はバリアフリーで
す。私はこの真実をアピール
したくて、本書を書きました。
　海の介護人、この本は私の実
践記録です。

★
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
精
神
科
看
護
ケ

ア
関
連
図
（
川
野
雅
資
編
著
、
中
央
法
規
）

★
先
進
地
域
に
学
ぶ
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
活
動
事
例
集
（
全
国
保
健
セ
ン
タ
ー

連
合
会
編
集
、
中
央
法
規
）

★
か
な
り
あ
し
ょ
っ
ぷ
へ
、
よ
う
こ
そ
！

〜
摂
食
障
害
が
く
れ
た
宝
物
た
ち
（
野
村

佳
絵
子
著
、
筒
井
書
房
）

★
平
成　

年
度
都
道
府
県
・
政
令
都
市

20

社
会
福
祉
研
修
実
施
機
関
便
覧
（
全
国

社
会
福
祉
協
議
会
・
中
央
福
祉
学
院
）

★
保
険
と
年
金
の
動
向
2
0
0
8
（
厚

生
統
計
協
会
）

※
こ
の
他
に
も
新
着
図
書
・
資
料
は
ま
だ
ま
だ

あ
り
ま
す
。
資
料
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
！

http://w
w
w
.knsyk.jp/topics/topicstos

yo.htm
l

資

料

図　
　
　
　

書

２００９年２月初旬
発行予定

１８００円（税込）
中央法規
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一般家庭から大型ビルまで�
最新のエレクトロ技術によ�
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社�

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内�
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

谷　口　嘉　弘�代表取締役社長�

木
各
児
童
相
談
所
▽
県
総
合
療
育
相
談
セ

ン
タ
ー
▽
お
お
い
そ
学
園
▽
県
精
神
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
県
食
肉
衛
生
検
査
所
▽

県
動
物
保
護
セ
ン
タ
ー
▽
県
商
工
労
働
部

工
業
振
興
課
▽
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
▽

県
産
業
技
術
短
期
大
学
校
▽
県
東
部
総
合

職
業
技
術
校
▽
平
塚
・
藤
沢
・
秦
野
各
高

等
職
業
技
術
校
▽
県
土
整
備
部
県
土
整
備

総
務
・
県
土
整
備
経
理
・
営
繕
計
画
・
用

地
・
都
市
整
備
公
園
・
建
設
業
・
下
水
道

各
課
▽
厚
木
・
松
田
・
津
久
井
・
小
田
原

各
土
木
事
務
所
▽
横
浜
地
区
公
園
管
理
事

務
所
▽
県
住
宅
営
繕
事
務
所
▽
県
会
計
局

会
計
課
▽
県
央
・
横
須
賀
三
浦
・
湘
南
・

足
柄
上
各
地
域
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー
▽
県

立
保
健
福
祉
大
学
▽
県
立
保
健
福
祉
大
学

実
践
教
育
セ
ン
タ
ー
▽
県
企
業
庁
経
営
局

総
務
・
水
道
電
気
局
計
画
・
水
道
電
気
局

発
電
各
課
▽
相
模
原
・
逗
子
・
二
宮
・
海

老
名
・
大
和
・
箱
根
各
水
道
営
業
所
▽
谷
ヶ

原
浄
水
場
▽
相
模
川
水
系
ダ
ム
管
理
事
務

所
▽
相
模
川
発
電
管
理
事
務
所
▽
県
循
環

器
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
▽
議
会
局
▽
教
育

局
子
ど
も
教
育
支
援
課
▽
高
相
津
久
井
・

足
柄
上
各
教
育
事
務
所
▽
県
立
図
書
館
▽

県
金
沢
文
庫
▽
県
近
代
美
術
館
▽
県
体
育

セ
ン
タ
ー
▽
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
▽
生

命
の
星
・
地
球
博
物
館
▽
横
浜
清
陵
総
合
・

霧
が
丘
・
秦
野
総
合
各
高
等
学
校
▽
保

土
ヶ
谷
・
み
ど
り
・
三
ッ
境
・
高
津
・
藤

沢
・
小
田
原
・
秦
野
・
津
久
井
各
養
護
学

校
▽
県
人
事
委
員
会
事
務
局
総
務
・
給
与

公
平
各
課
▽
監
査
事
務
局
▽
県
警
察
本
部

▽
県
社
会
福
祉
事
業
団
▽
県
総
合
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
団
▽
県
住
宅
供
給
公

社
▽
県
土
地
建
物
保
全
協
会
▽
県
厚
生
福

利
振
興
会
▽
県
身
体
障
害
者
連
合
会
▽
県

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
▽
県
共
同
募
金
会
▽

県
統
合
事
務
局
▽
県
社
会
福
祉
士
会
▽
県

介
護
福
祉
士
会
▽
県
福
利
協
会
▽
県
医
療

福
祉
施
設
協
同
組
合
▽
県
保
育
会
▽
県
保

育
士
会
▽
ゆ
り
の
会
▽
県
肢
体
不
自
由
児

協
会
▽
心
身
障
害
児
者
父
母
の
会
連
盟
▽

県
肢
体
不
自
由
児
者
父
母
の
会
連
合
会
▽

県
高
齢
者
福
祉
施
設
協
議
会
▽
県
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
協
会
▽
県
交
通
遺
児
家
庭
の
会
▽

�
県
技
能
士
会
連
合
会
▽
県
生
活
協
同
組

合
連
合
会
▽
�
県
看
護
協
会
▽
�
県
薬
剤

師
会
▽
湯
河
原
中
央
温
泉
病
院
▽
聖
テ
レ

ジ
ア
病
院
▽
済
生
会
若
草
病
院
▽
日
向
台

病
院
▽
リ
バ
ー
イ
ー
ス
ト
▽
県
浴
場
共
同

組
合
中
区
支
部
▽
�
よ
し
の
湯
▽
喜
久
の

湯
▽
福
助
湯
▽
富
士
の
湯
▽
第
二
江
陽
館

▽
栄
湯
湘
南
館
▽
�
大
師
松
の
湯
▽
港
栄

館
▽
神
明
湯
▽
第
二
常
盤
湯
▽
よ
ね
の
湯

▽
第
二
大
和
湯
▽
一
の
湯
▽
中
島
湯
▽
富

士
シ
テ
ィ
オ
�
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
三
崎
・
鶴
嶺
・

塚
原
・
馬
場
・
大
船
各
店
▽
富
士
シ
テ
ィ

オ
�
味
彩
新
吉
田
・
愛
川
各
店
▽
相
鉄
ロ

ー
ゼ
ン
�
川
崎
パ
レ
ー
ル
店
▽
ス
リ
ー
エ

フ
日
ノ
出
町
駅
前
店
▽
オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス

大
船
店
▽
ポ
ー
ル
ラ
イ
ト
ひ
か
り
▽
Ｊ
Ａ

神
奈
川
県
信
連
・
横
浜
・
セ
レ
サ
川
崎
・

湘
南
・
か
な
が
わ
西
湘
▽
と
も
し
び
シ
ョ

ッ
プ
県
庁
店
▽
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
県
民

セ
ン
タ
ー
店
▽
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
ス
マ

イ
ル
▽
と
も
し
び
グ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
▽
と

も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
さ
く
ら
運
営
委
員
会
▽

と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
青
い
鳥
▽
と
も
し
び

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
▽
神
奈
川
健
康
生
き
が
い

づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
議
会
▽
県
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
▽
箱
根
町
社
協
▽

名
取
岐
▽
沼
倉
清
治
▽
県
社
協
職
員
一
同

　
　
（
計　

一
、四
一
六
、四
六
六
円
）

【
寄
附
物
品
】
▽
コ
カ
・
コ
ー
ラ
セ
ン
ト

ラ
ル
ジ
ャ
パ
ン
▽
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
▽
神

奈
川
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
▽
日
産
労
連
Ｎ
Ｐ

Ｏ
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
う
ら
い
ふ　

」
▽
ハ
マ

２１

ハ
ウ
ス
㈱
▽
久
保
志
津
▽
武
枝
孝
子
▽
冨

田
英
樹
▽
前
田
恵
美
子　
　
　
（
敬
称
略
）

役
員
会
の
動
き

◇
理
事
会
＝　

月　

日（
金
）①
正
会
員
の

１２

１９

入
会
申
込
②
平
成　

年
度
特
別
会
計
補
正

２０

予
算
（
案
）
③
各
種
委
員
会
委
員
の
選
任

④
任
期
満
了
に
伴
う
苦
情
解
決
第
三
者
委

員
の
選
任
⑤
本
会
職
員
就
業
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
規
程（
案
）⑥
平
成　

年
度
県

２１

社
協
事
業
推
進
方
針（
案
）

◇
新
会
員
紹
介

【
経
営
者
部
会
】（
福
）さ
と
り

【
施
設
部
会
】
南
林
間
保
育
園
、
小
児
療

育
相
談
セ
ン
タ
ー

寄
附
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
一
般
寄
附
金
】
▽
妙
深
寺
婦
人
会
▽
広

瀬
公
子
▽
脇
隆
志

【
交
通
遺
児
援
護
基
金
】
▽
�
小
田
原
ジ

ム
キ
▽
須
田
豊
三　

【
と
も
し
び
基
金
】
▽
県
政
策
部
地
域
政

策
・
財
政
・
土
地
水
資
源
対
策
各
課
▽
県

政
策
部
東
京
事
務
所
▽
神
奈
川
・
横
浜
・

保
土
ヶ
谷
・
戸
塚
・
川
崎
・
高
津
・
横
須

賀
・
小
田
原
・
大
和
各
県
税
事
務
所
▽
県

自
動
車
税
管
理
事
務
所
川
崎
支
部
▽
県
総

務
部
総
務
・
市
町
村
・
基
地
対
策
・
統
計

・
法
務
文
書
各
課
▽
県
安
全
防
災
局
工
業

保
安
課
▽
県
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
▽
県
民

部
県
民
総
務
・
広
報
県
民
・
情
報
公
開
・

国
際
各
課
▽
か
な
が
わ
県
民
活
動
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
▽
か
な
が
わ
女
性
セ
ン
タ
ー

▽
県
環
境
農
政
部
環
境
農
政
総
務
・
環
境

計
画
・
大
気
水
質
・
廃
棄
物
対
策
各
課
▽

県
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
▽
か
な
が
わ
農
業

ア
カ
デ
ミ
ー
▽
県
湘
南
家
畜
保
健
衛
生
所

▽
大
野
山
乳
牛
育
成
牧
場
▽
県
西
部
漁
港

事
務
所
▽
県
保
健
福
祉
部
保
健
福
祉
総
務

・
地
域
保
健
福
祉
・
福
祉
監
査
指
導
・
障

害
福
祉
・
高
齢
福
祉
・
医
療
各
課
▽
平
塚

・
茅
ヶ
崎
・
厚
木
各
保
健
福
祉
事
務
所
▽

よ
こ
は
ま
看
護
専
門
学
校
▽
小
田
原
・
厚
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知的障害者通所授産施設（平塚市）
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年
）１
月　

日　

毎
月
１
回　

日
発
行　
　

発
行
所　

〒　

－
０
８
４
４　

横
浜
市
神
奈
川
区
沢
渡
４
番
地
の
２

２１

１５

１５

２２１

社
会
福
祉
法
人　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会　

T
E
L　

－

　

－

１
４
２
３　

F
A
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－

　

－
６
３
０
２　
　

編
集
発
行
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米
倉
孝
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印
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株
式
会
社　

神
奈
川
機
関
紙
印
刷
所

０４５

３１１

０４５

３１２

　漁淵麻結さんは「ともしびポスター・絵本コンテスト」に小学２年生
の時から応募を続け、ご自身の想いを表現してくれています。「初めて
の大賞の受賞はとても嬉しいです」と喜びもいっぱいです。
　「小さい頃から、困っている人を見かけたら、お手伝いをすることを心
がけてきました。人は助け合って生きていくものだと思います」という麻
結さんの思いが込められた『たすけ愛のまち』。工夫がこらされた仕掛け
絵本の中で、主人公の“マユちゃん”は、ちょっとした親切が多くの人
達の助けになることを教えてくれます。“マユちゃん”は、麻結さん自身
なのかもしれません。
　みんなが「たすけ愛（合い）」の気持ちで、安心して暮らせるまちにな
ってほしい。それが“マユちゃん”と麻結さんの願いです。

（ともしび運動推進担当）

絵本の部�
「ともしび大賞」�
　　　作品紹介�

第22回ともしびポスター・絵本コンテスト

『たすけ愛のまち』
聖和学院中学校

３年　 漁  淵 　 麻  結 さん
りょう ぶち ま ゆ

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

段差があると車椅子には負担がか
かります。
押してあげよう！

外国人は他国の理解に困難です。
思い切ってMay I help you? と
声をかけてみて！！

お年寄りに優しくしましょう。
重そうな荷物を持ってあげよう！

みんなが安心して自由に移動でき
る街づくりの為にお互いに理解し
合い、助け合って理想の街づくり
を実現していくことを心がけるこ
とがとても大切なことなのです。

④① ② ③

街に出るとケガをした人、障害の
ある人、外国人、お年寄りたちに
不便なことがたくさんあります。
マユちゃんにもできることがあり
ます。

ケガをした人の歩行は困難です。
手を貸してあげてね。

盲導犬は仕事中です。
そっとしてね。

点字ブロックは視覚障害者の誘導
用です。
放置自転車を移動してください。
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